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【出題の意図】

問１

本文中の下線部①「フランス社会にも大きな変化を引き起こすこととなった」が指す具体的内容を三

点挙げる設問である。本問では、移民政策の転換がもたらした社会的変化を、本文の叙述に即して正

確に読み取り、因果関係を整理したうえで簡潔に表現する力を見ている。「何がどのように変化したの

か」を複数の側面から抽出できているかを評価の対象とする。

問２

下線部②に示された極右政党の主張について、その限界を指摘する設問である。本問では、筆者が紹

介する主張を正確に把握したうえで、その内在的矛盾や問題点を批判的に検討する読解力・思考力を

見ている。とくに、「文化は変更不能である」という前提や、「本物のフランス文化」という想定のあり方

に着目し、文化の動態性や多様性という観点から論理的に限界を指摘できているかを評価する。

問３

下線部③を踏まえ、日本社会における「日本人ファースト」という言説の背景と課題について論じる設

問である。本問では、社会的背景と要因を複数挙げて説明する分析力や、自ら重要と考える課題に対

して、具体的かつ現実的な解決策を提示する構想力を総合的に見ている。感情的な賛否にとどまら

ず、少子高齢化、労働市場の変化、教育環境、地域社会の受容体制、差別や偏見の拡大など、社会的知

識を踏まえて論じることが求められる。

以上


